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研究テーマ（発表タイトル） 

同業種同士で事業を行うために求められること 

～伝統産業界に着目して～ 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

近年、生活様式の変化や伝統工芸品特有の敷居の高さなどの影響で伝統産業界の需要は低迷している。京都の京友禅は

平成 20 年から 30 年の 10 年間で総生産量が約 30 万反の減少している。今後伝統産業の存続が厳しくなると考えられる。

伝統工芸品は一つの製品開発に対して分業制をとることが多く、１企業の生産規模に疑問が残る。本研究では、日本の伝統

産業界がこれからも存続していくための企業間連携に対する考察を行うとともに、同業種同士が事業を行う上で何が必要とされ

るのかを先行研究等を基に研究を行う。 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

私たちは複数の企業が連携し製品開発に取り組む企業連携に着目した。また、「同業種」というと、主に技術継承や製品振興

を行う「組合・連合会」と、主に商品開発や需要開拓を行う「複数の企業の連携」が含まれるが、本研究では同業種のなかでも

「複数の企業の連携」に着目した。先行研究より、イタリアの絹織物産業・眼鏡産業は複数企業の連携により一貫生産体制を

とっている。そのためフォローが短く済むこと、流行に対応できる柔軟性をもつ。このように複数の企業が手を取り合う「異業種との連

携」や「同業種との連携」などの取り組みが海外や日本の一部の産業では進んでいる。しかし伝統産業界では「連携」という動き

が活発ではない。その中で 2016 年に京都の京友禅業界から生まれた「SOO」は「同業種との連携」に取り組んでおり、京友禅

業界にとって今までになかった革新的な取り組みである。同業種と手を取り合うことで相互補完が可能になり、衰退傾向を辿る伝

統産業界にとって有効な手段の一つとして考えられる。 

 

３．研究テーマの課題 

近年、伝統産業界では、生活様式の変化やその敷居の高さなどといった理由から生産量が減少傾向にある。(グラフ 1)からも分

かるように、京友禅においてもそれは例外ではないということが分かり、大きな課題のひとつであるといえる。 

(グラフ１) 



 

(※平成３０年度 京友禅京小紋生産量調査報告書よりデータ引用) 

これを改良するためのひとつの策として、現在伝統産業を扱う多くの企業が取り組んでいる「異業種とのコラボを通して事業に取

り組む」ということだけではなく、「同業種同士で手を組んで事業に取り組む」ということも一つの策として必要なのではないかと考え

る。既存の組合組織は同業種連携の典型例だが、その中でのネットワークや交流は浅い。また現状の伝統産業界では分業体

制をとる企業が多く、また各企業間が交流できるような場が少ない等の課題がある。 

本研究では、伝統産業界では主流でない「同業種同士が事業を行うには何が必要か」について調べる。 

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

  前節で述べられた課題の下で企業の連携を機能させるためには下図のことが求められると考えられる。 

 

1 つ目の「組織内で一貫生産体制をとる」というのは、イタリアの眼鏡産業や絹産業では可能であったが、京友禅をはじめとする伝

統産業界では多くの分業によって事業が成立しており、専科の職人の技術が求められることから、分業で行うことが主流とされて

いる。したがって一貫生産体制をとることは困難であり、仮説立証とはならない。だが、代わりに互いにノウハウを共有し、補完関係

を築くことで解決するのではないかと考えた。 

２つ目の「企業間の交流の場の活用」というのは、組合や連合会などの機能に基づき考えた仮説である。これは京友禅の場合に

も言うことが可能であり、単位交流の場を増加させるだけでなく、その中身が重要視される。現在では、組合や連合会では外部に

向けた交流の場はあるものの、組合員（内部）に対する提供は極めて少ない。したがって、組合や連合会といった組織を活発に

活用し、より質の高い交流を行うべきではないだろうか。 

３つ目の「メンバー間の方向性の一致」は京友禅を扱う企業の連携より成立した SOO によるものである。 

SOO（ソマル）は、2016 年に京都に出来た京友禅ブランドである。SOO の製品は、絹にこだわり、着物をモダンスタイルにして

本物の京友禅と同様の染め方で染めている。また主力商品である「おふき」は京友禅と同じ素材・染色技法を使った眼鏡拭きで

ある。SOO は、京都の伝統産業を広めることを目的に立ち上げたブランドであり、SOO 代表兼プロデューサー兼ディレクター兼デ
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ザイナーの日根野孝司さん、副代表兼デザイナーの関谷幸英さん、デザイナー兼営業の田辺哲也さん、同じくデザイナー兼営業

の安藤充泰さんで構成されている。 
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４社が連携をはじめることができたのは、「本気で京友禅をビジネスにしたい」という共通意識があり、メンバー間の方向性が一致し

たことが要因のひとつである。 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

・岡山工芸株式会社(8 月 19 日) 

・京友禅協同組合連合会(8 月 20 日) 

・株式会社 岡重 営業所・ショップ＆ショールーム(8 月 20 日) 

・千總 花總きものギャラリー京都店(8 月 21 日) 

・株式会社 亀田富染工場(8 月 24 日) 

・京都デニム直営店(8 月 28 日) 

・株式会社 関谷染色(9 月 27 日) 

 

各企業に共通して、企業概要、京友禅のデザインについて、京友禅の現状、生産体制等を調査した。そのほかには、株式会社

岡重、株式会社亀田富染工場、株式会社関谷染色で行なわれている特有の事業内容や事業形態について調査した。 

 

６．結果や今後の取り組み 

結果として同業種同士で事業を展開するには仮説にも述べたように、メンバー間の方向性の一致、交流の場の増加が不可欠で

ある。よって今後の取り組みとしては実現するために各企業の親元となる組合や連合が企業に対して働きかけをする必要があると

考え、また各企業においても、従来の企業のやり方やネットワークに依存しすぎることなく他企業にアンテナを張ることが必要だと考

える。 
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